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あ い さ つ

県土の７７影が森林で占められている本県は、古くから紀州木の国といわれ、

木材生産が活発に行われてきた地域であり、森林資源の内容も戦後の拡大造林の

推進等により人工林率６０％と全国的にみて優位にあります。このように私達県

民の持っている大きな財産である森林資源を有効に活用していくことは、木材生

産のみならず、県土の保全、水資源のかん養等、県民に大きな利益を与えるもの

と考えられます。

しかしながら、近年林業及び木材業界をとりまく環境は、かつてない程きびし

い状況におかれ、木材需要の伸びなやみや林業後継者問題等多くの問題があるな

かで近い将来迎える国産材時代にそなえ今からそのビジョン作りを進めていくた

めには、林業の現状を正確には握することが重要であります。

本書は、林業の現状を図表等によりわかりやすく集録したものですが林業関係

者はじめ、各方面の方々に広く活用していただき、本県林業の発展の一助にして

いただければ幸いと存じます。

- - …

､…ノ 昭和５７年４月

農 林 部 長 市 川 龍 雄
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第 １ 林 業 編

和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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１ 森 林

(11林野面積………県土の77

本県の林野面積（昭和５７年
で、県土面積の７７％を占めて

９５影で、国有林は５影にすぎ

諺は森林

,月現在）は363,0921E

‘，ろかとのう角屋右赫は

土地利

市町村別林野率図 2条森林679ha ー ､

薑 (注）土地面積は
５５年国勢調査
その他は林政課
業務資料

’’

声..｡．。
. . . ｡ . 超

､…ノ

伽(注）昭和５７年４月林政課業務資料
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' 2）森林資源………人工林率６０％

民有林のうち人工林面積は、207b760埴でその蓄稜は、28j785,300㎡(139㎡/IB)
となっている。

2影
4,631然 杯 詔 琵

面 積
ha

蓄 蔵
千㎡
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人工林樹種別柵成
(広葉樹）

人エ林令級構成価積）

ha
3９40,0”

3５1９鋤

1７ 四1６

溺

1２ 別駒β0０
1０

12¥IE ÷｢河÷膵Tテト劃署６％

面
敬

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ｘ 虹 刈 Ｘ Ⅲ 以 上
令級

スギ・ヒノキ令級摘成

一 ス ギ 蛇 , " 2 h a ヒ ノ キ 1 " , " ４ h a
…

(注）昭和５７年４月林政課業務資料
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13)森林施業計画…･･･…増加する認定面稜

伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認定面

菰は、年々増加し、５５年度現在では、民有林（県有林を除く）の５０％にあたる１６９，１３３
haとなっている。

認 定 累 計
h a l 6 9 , 1 認 影

カ
バ
ー
率

影

０

０

５

４

㈹

㈹

０

β

７

６

１

１
面
秘

15,OOO

14,Om

13,0”

12,0"

11,0m

10,"O

9000

…

30

2０

10

5２５1 5３ 5４ 5５

年度別認定実績
41384ha

4,0001
面
積 35β0４ 劃,129

…

3."0 27,582 属人
23,921

2,000
181018429

15β4０ 属地
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

11,8鴎1,“０

8020

５２ ５３
- ５ -

５１ 5４ 5５



市町村別認定カバー率（５５年度）
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２ 造 林 … … … 減 少 し た 造 林 面 積

戦後活発に行われた人工造林も３０年（１２，１６７瞳）をピークに減少を銃け、５１年に約
１／５の2,5391画になり、その後も漸減し、55年には20000値を割った。

造林面積の推移

2,539
2,銘６25 ” 2,訂３2３７２

2,mO 1β７２……造林面稜

…
1,5伽

…うち拡大造林

…うち再造林
1,000

塁知

ha

5４ ５５5２ 5３５１

樹種別造林

その他５100 ５ ２

8０
ゞ

6０

ヒノキ１，５3７
40

20

％

5１ ５２ ５３ 5４ 5５

(注）林業課業務資料
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制度別造林面積の推移

ha
2500

2,0㈹

、ｐｑＵＪＪＦ訳韻字

託命典乳Ｆｍｏ恥必
驚 今ﾆｬ

､ -
1,5㈹ ■◆

､■．
▲ 己

■で曲■甲■ず
■勺母伊.̅
各ずぶ設.

◆ャ

1,000

口
融 資 造 林

5㈹

５５年5１ ５２ ５３ 5４

(注）林業課業務資料
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I

３ 林 道 … … … 急 が れ る 林 適 斡 侭

民有林林遊の総延長（５５年度末）は、７３５路線1,512腕あって、うち自動車道は９９３
１回で、その林道密度は2.88m/haと低い。

林道開設の推移（一般・林栂）

延 長 ( m ) 甑 業 賢 （ 億 円 ）
4 0 , 0 0 0 3 0 , " 0 ” β 0 0 1 0 , " 0 年 度 5 1 0 1 5 2 0 2 5

蕊37,1…

林道開設極類別実績（公団等含む） 管理主体別林道延長（自動車道）

そ の 他 ２ ％ 県 １ 影､…ノ

町村７８笠

(注）昭和５５年度林政課業務資料
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市町村別林道密度図（５６．４，１現在自動車道）
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ｅ ●

醗 5.00m以上

3.00～5.00m未満

2.50～3.00m未満
1.50～2.50m未満

1.50m未満
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４林産物の生産

（１）素材生産量…．．…･漸増傾向を示す素材生産

素材生産戯は、伐期林分の減少、木材価格の低迷等により年々減少し、５０年(最低３６７

千㎡）には３２年（最高1,141千㎡）の３２％に減少した。しかし、般近はわずかながら

墹加してきている。

また、５５年度における紫材の用途別比率は、製材用が87%(400千㎡）で大半を占
めている。

6 "

全 …
460

チップ用

畦夢
等

鳴唖
4 " 51千㎡

9千㎡
2側

千
㎡ 400千㎡

製材用

5 １ ５ ２ ５ ３ 5 ４ ５ ５

樹種別素材生産量（５５年） 所有形態別素材生産侭（５５年）

…
県有林1.5％ 市町村有林1.5影

(注）昭和５７年１月和歌山県農林水
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I21しいたけ隼産騒．．……増産のきざしを見せた生しいたけ

複合林家にとって貴亜な収入源となっているしいたけ生産は、原木不足等から伸び悩ん
でいたが、生しいたけは５５年度生産牡が急地した。

7羽ｔ

團團7m

乾
し
い
た
け

生
し
い
た
け

”

502
5 ”

４”

３”

２００

１m

０
５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４ ５ ５ 年 度

(3)木炭生産過………根強い需要に維持される備長炭の生産

燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特瀝の傭長炭の良さが兇面され、

需要にささえられて生産されている。

ｰ

根強い

鬮國
炭 炭
白 黒

2,306

t
3 0 " r 2 , 8 5 5

１-ノ2,448 2,4032,310

2,000

叩"「筐
232 200 173132116

０
5１ ５２ 55年度5３ 5４

(注）昭和５５年度林政課業務資料
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141その他の特用林産物生産量……･･･安定していない特用林産物

しいたけとともに複合林家の収入源である特用林産物の生産趾は、年度によって墹減が

著しい。

ク リ
i … ３ 蛇4 ”

3 ”

200

… 100 ナ メ コ
ヒラタケ

ｔ
5１５２５３５４５５年度

ワサビ

８

６

４

２

ｔ
5１５２５３５４５５年度

… 竹
副

加

知

師

旧

5１５２５３５４５５年度

5１５２５３５４５５年度

(注）林政課業務資料
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５林業生産所得..…･…増加する生産所得

木材生産が大半を占める林業生産所得は５３年以降伸びている。

百万円
22,O"r

20,0"

1 8 ”18,OOO 18β０〃木炭、栽培きのこ
林野副産物 16916“０

15,1釦

〃 ー木材生産所得14,000
１

１ １ β 銘 _ 1 1 D " 7

〃 "
12β伽

啄，ﾛ■＝
■,10,000 10,394

５１ 5２ 5３ 5４ 5５

品目別林業生産所得林 業 素 生 産 額

木炭生産６７５
栽培きのこ

§…

(注）生産林業所得統計報告智

- 1 4 -



６製材工墹の規模………比較的規模の大きい製材工埋

工場数は、４９年以降小規模工場を中心に８％減少したが、総出力数は増加し、工場は大

型化の傾向にある。

また、国産材専用工場数は全体の３５形を占めているが、紫材入荷趾は全体の１５％にす
ぎず、外材専用、国産材・外材併用工場に比して規模は零細である。

製材エ場数等

０ 20 4０ 60 帥 影100

7４ 帥 166 的 ５ ２

工 場 数
(461工場）

…

剛
冒
圀
翻
懸

7.5～225KW

225～37.5KW1,別４２，４“9,044 9,101 17,3”

出 力 数
(39,1"KW)

37.5～75KW

75～150KW

150KW以上従業員数
(4,146人）

類型別製材工場数と入荷量

100%6０ 8０4０20０

(外材専用工場）
178

(国産材専用工場）（国産材・外材併用工場）
1 6 2 1 2 1

…

工 場 数
（461工場）

紫材入荷鼠
(l”6千㎡）

(注）木材需給栩告書
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７木材需給及び木材価格

(1)木材の需給………停滞する木材需要、低下した木材自給率

県内の木材需要趾は、５１年以降1,800㎡台でほぼ横ばいの状態が続いていたが、５５
年には1,797㎡に減少した。

５５年の木材供給の内訳は、国産材２３彫（４１６千㎡）外材７７影（1,381千㎡）とな
っていて、国産材の自給率は低い｡

木材需給の推移（県）

霞冒 ー2pOO｢&gq_響具，侭埋島急要。1,7W
国
産
材

外

材
77影 駒影79％ ７ 7７1, "O

1,381

1β”
子

5 "

鶴“
５５

素材入荷量の内訳
ｰ

(注）昭和５５年度林政裸業務資料
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-

'2）住宅建設（全国）・……･･減少した新設住宅着工戸数

５１年以降安定していた新設住宅着工戸数（全国）は５４年から減少を続けている。し

かし、１戸当たりの平均床面積は年々増加し、５６年度９４㎡となった。

ヨ １月0用
1，

1,152／

1，-

、！'、

5３ 5５５２ 5４ ５６

種類別新設住宅戸数（５５年度）…

影）２３､<２●

貸 家 給 与分 識持 家

(注）昭和５６年２月林野庁資料

- １ ７ -

剛

口口ミ１口ミ



'3）木材価格………上昇率の少ない製材用紫材価格

最近５ケ年間の国産材丸太価格の上昇率は低く、５６年は、５１年の106～113の伸
びにとどまっている。

製材用素材価格（５２年＝１００）
(㎡当り価格）

130
指
数 一 ス ギ 中 丸 太

一-----ヒノキ中丸太
- - - 米 ツ ガ 丸 太120

…

113.8(29.700円）
110.0(","O円）110

１０６.９(33,8側円）

100

卯
5２ 5３ ５６年5４ ５５

木材製品卸売価格（５２年=100)

1釦
指
数 ～へ、

夕 - ス ギ 正 角
一一一一一ヒノキ正角
一一一米つが正角

…120

110
1晩.1(49,500円）

' ㈹
".6(120,0伽円）
95.5(59,200円）

9０
５ ２ ５ ３ ５ ４

(注）昭和５７年２月林政課業務資料
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８林業経営………著しく低下した林業収益率

育林労務賃、伐出労務賃単価の上昇は４５年の３．２倍で、素材価格・山元立木価格をはる

かに上回っている。このため林業軽営の収益率は普しく低下してきた。

伐出労賃単価指数
（3別.8）

(3036)”
3０

娑≧急壹"，｡
(276.8）

育林労賃単価指数

ー

三菱育林費指

』
９

〃 紫材価格指数
（1895）

け
〃

0０ 〃
型込哩巴／
(149.1） （1“9）

ｸＺ
タ

夕 （141.6）
山元立木価格指劉

夕①
づ

夕
ク

タ ニ

側

-

昭 4 ５ ４ ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４ ( 年 ）

(注）昭和５６年２月林経協情報
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９林業就業

（１）林業就業者数………減少を続ける林業就業者

５５年における林業就業者数は４，０７７人で、３５年に比して６９形の大幅な減少を示し
ている。

また、林業自営者と林業労働者の比（５５年）は、３：７となっている。

林業就業者数の推移

霊園
…林

業
労
働
者

林
業
自
営
者

人 13β6３

10000

6鑓２

5pOO 4,077

§＝

(注）国勢調査による。

申

-２０-



121林業就業栂造………高令化する林業就業者
３５年には全体の半数以上を占めていた４０才未満の林業就業者は、５５年にはわずか

１３彫に減少し、逆に４０才以上が大半を占めるようになり、著しく高令化が進んでいる。
また、30才未満は値か４影にすぎず、後継者の確保が重要な課題となっている。

年令階層別林業就業者数

釦０ 4０ 6０ 閲 1側影

|||||lll淵||||||||||’３５年
(13,3"人）…

４0年
(6,882人）

４５年
(5,9弱人）

50年
(5,014人）

５５年
(4,077人）

農 業
倉（69,011人）
考
弱
年 全 産 業､-′（499,416人）

…

Im…下吻30̅39才騒騒40̅鋤才[．"才以上
(注）国勢調査による。
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林家………大半を占める零細規模の林家

保有杯5ha以下の林家が全体の83%を占め、零細な規模の林家が多い。
また、山林の保有目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

10

保有山林規模林家数

' 一

座）１９８０

林家の意識
その他３彫

、業林へ、業林へ
収入を１
寺しない
、１３鰯

収、
、入
収

;職 毎年収入、
を期待する

E,劉影
1３

林家の
主 な
収 入

林業外
収入 恥蝿 経営に

対する
考え方

／

３１ 資産を術｜
蓄する考

で “ 声詮駕‘
協 ノ

林業労働
４％69％ …

爵鰹醗
労働が従

＼１４％ 自家労働
依存型

、２２影

自家労働、
依存型

懲
14％

林業労働
の形態 自家労働ヨ

廼撤屈用労働
依存型

副彫

(注）森林施業等意向調査（和歌山県）
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１１森林組合･……･･望まれる森林組合の育成強化

森林組合数は４５組合で、組合員総数は２２，６５６人（１組合平均５０３人）、出資金総

額は３３０,０５３千円（同70335千円）となっている。また、作業斑の有する組合はW組合で
ある。 ｰ

森林組合組織状況の推移

３３０
｢ ＝ 薑Ⅲ

昭3５４５
和 年 年

函睡露騨璽弱年
300

ー 恥一２６３
-
，■■■■■
一
一
■■■■■
-
１■■■■■
ー
ー
■■■■■■
■■■■■
Ｑ■■■■■
■■■■■
■■■■■
■■■■■
■■■■■
■■■■■
一
ロ■■■■■
■■■■■
■■■■■■
ﾛ■■■■■
､■■■■■
■■■■■■
I■■■■■
ー
■■■■■■■
■■■■■
■■■■■■■
ー
ー

1■■■■■■Ｂ
ロ■■■■■
ロ■■■■■
Ⅱ■■■■■
■■■■■■

｣■■■■■
■■■■■
ー
■■■■■
U■■■■■
Ｕ■■■■■
■■■■■■
■■■■■■■
■■■■■■
一
I■■■■■
I ＝
ｑ -
１ -
ｑ -

263
麺 ﾄ

加

蕊
150

罪艫100 ８７
■■■■■
■■■■■■
■■■■■
■■■■■

一
p■■■■■

-
-
-
-
-
-
１■■■■■
ー
■■■■■■■
■■■■■
一

一

一

舵二一一三三一三一一組

里4５ 合 ■ ● ｇ● ● ■ ｡ 且
Ｇ 巳 ｡ ■●品完■.■

Ｆ ■ ■ ● ロ｡ ■ ● ●
｡ ● 色 ■ ■金･ﾛ巴貼■■Ⅱ
̅●ﾛ●ｄ
タマ･灸■a、

洋舞：
ずぶ.ｏＦｐＩ

謹掌！

０

０

５

2３２４２３

合 数 組合員数
（千人）

組合員所有面職
（千ha)

払込済出資金
（百万円）

常勤役職員数
（人）

ｰ

全県に対する森林組合の占める比重（５５年度）

造林面秋
(1,872ha)

蝶)民布林面俄
(343,7Whaノ

紫材生産
(460,000㎡） 林業従事者

(4,077人）

(注）昭和５５年度林政課業務資料
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霧瀦灘
総嘉_ﾌ……篇…赫聯ｸﾙーﾗ１２

地域林業の中核的担い手である林研グループは、現在４

面で活躍している。

３グループ（1,139人）で、各方

「 330 騨癖蝿蝉会員数
彦人

側３ 20｜̅

’
276

グ
ル
ー
プ
数

200

150 ー10142 132

グ
ル
ー
プ

０

100 7７５５

３
3２２

０ 伊

都
那

賀

海

草

有

田
西
牟
婁

同国一画向
東
牟
婁

グ ル ー プ
０ 別1０

1６
青 年 の 山 造 成 248

ー 1２
育 林 と 経 営 ５１５ ー

育麓と宵林婁蕊塞蕊霊熟４，
経営霊蕊悪霊慧愚,釦

３
育林と特用林産物 １４５

３２
誕

剛 ｸ ﾙ ｰ ﾌ 数
鰯鰯構成員数

R 0

４ ０ ０ ５ ０ ０

林育

300人 数 １ ０ ０ ２ ０ ０
昭和５５年度林政課業務資料(注）
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１３県土の保全･･……･伸長箸しい治山事業

林地の崩壊を復旧・防止する治山耶業や、保安林改良、生活環境保全林の§

連事業費は、昭和５５年度には５１年度の１．７倍と大幅な増加を示している。
生活環境保全林の整愉など治山関

治山事業の推移嘩業費）

函

5１ ５２ 5３ 5４ ５５

事業別内訳（５５年度）

ｰ

騨鬮復旧治山
E三雪予防治山
同蔦岸防災離
剛保安休改良
国 篭 鰯
□＃すべｉ
綱その他

2,241,畑千円

339.714

43,4伽

114,934

75,卿

6 5 , “

１

麺 0里

(注）５５年度林業課業務資料
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１

１

林地開発許可の実綴（５１～５５年度５ケ年間）

Ｏ件数 １ ４ ５３２

万一農 用 地

l…ノ

レジャー用地

件数
宅 地

面積

土石の採取

7）５（

１
そ の 他 〃］

､ …

》
ｂ
、

、
ｂ
、

〕
も
、
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屯
亀

一
屯
、

も
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、

．
、
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も
、
、

》
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、

勺
、
い

、
、
、

、
、
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言
も
、
、
、
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一、心、、

一も、、、、

』
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、

。
ｂ
、

》
、
、

、
、
、

〕
、
Ｑ

も
も
も

一も、、、令

一
、
ｑ
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、
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一
、
ｂ

、
、
、

一
、
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も
、
や

一
、
、

、
ｂ
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二
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、
、
、
、

、
、
、

。
、
Ｑ

一
、
、
、
、
、

｝
、
、

◆
も
も

》
、
心

。
ｃ
令

三
日
Ｂ
Ｈ
Ｄ
Ⅱ §蕊剥合 計

( 注 ） 昭 和 ５ ５ 年 度 林 業 課 業 務 資 料 一
件数の（）内数値は変更許可件数を含む。
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１４森林保睡………減少した松くい虫の被害

松くい虫被害は全県下にまんえんし、その被害は年々墹加していたが、被害立木駆除及び

薬剤防除を大幅に拡充し防除の徹底を図った結果、５５年度の被害は減少をみた。

被害立木材讃
㎡

50,mOr 48 ,卸

薬剤散布面積 46,65945,746 ha
3,0卿

-

40,0"

37,445立木駆除材積 ､

0,Om 2,Om

],０００

1,0釦16．副３
14,813

10β側 11,317
10,05 8,8別８，8,8別

ｰ

０
5１ 5２ 5３ 5５年度5４

(注）林業課業務資料

-２７-



１５森林の機能………年額５，５６４億余円の公益的機能

森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん養及び生活環境の保全・形成等多面

的機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的擬能を計母化すると

年額５，５６４億円の効用を県民にもたらしていると評価している。

森林の公益槻能の評価

…

蕊鰯篭慧 円
ｊ

ｌ騨砂崩壊防趣

値
叩昭く

料

水源かん錘》

擬

課政

保

健

休

蕊

林

機

能
月４

酸
紫
供
給
。
大
気
年

浄
化
機
能
那和昭

総

額

画く

野
性
鳥
獣
保
護

機

能

遥砂流出防止能

保安林の種類別面積（民有林)７６,５４４ha
ﾐ琴ノ

その他2 ,mha (3%)

(注）昭和５６年３月林業課業務資料

-２８-

＝

”
5,564
億円
(1”〕

砂
Ｉ

土

16,91
(理
| -

』

』

■

Ｉ
随出一
ｹ備
) h a -
5）

水源かん調-57,350ha-｢ヂイ）



１６和歌山県林業の諸指標

…

ー

-２９-

区 分
土 地 面 菰

(55.10.1）

森 林 面 蔽

(19釦ｾﾝｻｽ）

林 野 率

(19帥ｾﾝｻｽ）

人 工 林 率

(1輪0センサス）

人工林面薇

(１
(民有林）
知センサス）

和 歌 山 県 ④ 千ha
４７２

千ha
３６３

形
７７

鬼
６０

千ha
２０６

全 国 ⑧ ３７，７５３ ２５，１９７ ６７ ４０ 7，２６５

対全国比(ｓｘ１"） 1.3 1.4 - 一 ２８

本 県 の 順 位 ３０ ２５ ９ ８ １３

区 分
人工林蓄積
(民有林）

(1980センサス）

人工林ha当
蓄澗
(１

林 道 密 度
（民有林）

(55年度末）

造 林 面 積
(民有林）
（５４年）

紫材生産価

（５５年）

和 歌 山 県 ④ 千㎡
２６,８００

㎡
１３０

m/ha
2．８８

ha
2，３５７

千㎡
４６0

全 国 ⑧ ７８０,６００ １０７ 3.４０ １１７,７５２ ３４，０５１

対全国比（④⑧ ×1”） 3.4 ー ー 2.0 1.4

本 県 の 順 位 ６ １４ ３８ １９ ２５

区 分
乾しいたけ
生 産 蹴
（５５年）

白 炭
生 産 且
（５５年）

くるちく
生 産 趾
（５５年）

谷 わ さ び
生 産 湿
（５５年）

し ゅ ろ 皮
生 産 且
（５５年）

和 歌 山 県 ④ ｔ
１３７．６

ｔ
2，４０３

千束
4.9

ｔ
5.0

ｔ
１０．６

全 国 ⑧ １３．５７９．４ 7,１７８ ４２．８ 2，４２９．５ １０.７

対全鬮比(3×'"） 1.0 ３３．５ １１．４ ■ ■ ■ ■ ９９．１

本 県 の 順 位 ２１ １ ４ １５ １



…

(注） １１９８０年世界胆林業センサス
２国勢調査
３昭和５５年度林政課業務資料
４昭和５５年生産林業所得統計報告番

､ …

-３０-

区 分
素材滞要髄

（５５年）

外材輸入率

（５５年）

林 家 数

(19帥ｾﾝｻｽ）

林 業 専 業
労 働 者 数
(19帥センサス）

林 業 生 産
所 得
（５５年）

和 歌 山 県 ④ 千㎡
1，７９７

影
７６．９

戸
２８，５５０

人
3,１４４

百万円
２０,６１５

全 国 ⑧ ７６，４７１ ５７．２ 2，５３１，３００ １１０‘２５９ ８５３,９０３

対全国比（④③ x1OO) 2.3 一 1.1 2.9 2.4

本 県 の 順 位 １２ １６ ４0 11 １８



１７森林資源並びに林産物生産等の見通し

（ １ ） 和 歌 山 県

〈ｱ）森林整備の目標（民有林）

…

(注）１現況は県業務資料による。
２昭和６0年度までは国土利用計画和歌山県計画により、６１～７0年度までは林
道開設に伴う森林面秘の減少を見込んで算出したものである。

３数値は地域森林計画対象森林である。

(ｲ）造林及び伐採の見通し
単位:ha，千㎡

-

-３１-

現況（５７年度） 目標（７０年度）

人
工
林

面 菰 ( h a )

材 赦 （ 千 ㎡ ）

２０７，７６０

２８，７８５

２２８，１６２

４２,６０３

天
然
林

面 祇 ( h a )

材 讃 （ 千 ㎡ ）

１３１０３９６

1３,１８２

１０４,５９６

１２，３９７

その他 面 職 ( h a ) 4，６３１ 2，７８０

計
面 祇 ( h a )

材 蹟 （ 千 n D

３４３，７８７

４１，９６７

３３５，５３８

５５,０００

人 工 林 率 （ 影 ） ６０ ６８

５５～６０ ６１～６５ ６６～７０ 計

再 造 林 7,６００ 1０,０００ １３,７００ ３１,３００

拡 大 造 林 8,４００ 7，９００ 6,９００ ２３,２００

天 然 更 新 9，９００ 9,000 1０,６００ ２９,５００

計 ２５,９００ ２６，９００ ３１，２００ ８４,０００

主 伐 3，５４９ 4,４０９ ５，３９３● １３，３５１

間 伐 ７０７ ８２６ ７５３ 2，２８６

計 4，２５６ 5，２３５ 6,１４６ １５，６３７



(ｳ）林産物生産の見通し

､ …

(注）現況は県業務資料による。

(ｴﾘ林道、治山整備の目標

ｌ
Ｉ

ｰ

(注）１現況は県業務資料による。
２治山事業は単年計画

-３２-

-

現況（５５年度） ６５年度 ７０年度

柔 材 （ 千 ㎡ ） ４６0 ６２６ ７８８

生 し い た け ( t ) ７２９ ５４７ ６３５

乾 し い た け ( t ) １３８ ２３０ ３0０

白 炭 ( t ) 2，４０３ 2,３００ 2,３００

さ ん し よ ( t ) ２７，５ ８０ ８５

ひ ら た け ( t ) １６７ ２３０ ２５０

現況（５５年度） ６５年度 ７０年度

林 道 延 長 ( k m ) 1，５１２ 2，４４１ 3，３２１

林 道 密 度 ( m / h a ) 2．８８ 7．１０ 9．６６

作 業 道 延 長 ( k m ) １５２ ２1５ ２５0

治 山 整 備
( h a )

(千円）

３３０

3,２０９,０９６

３９０

3,８２２,０００

４２０

4,４３０,０００

保 安 林 整 備 ( h a ) ７６，５４４ ８０,４２０ ８０,９９０



( 2 ) 全 国

（ｱ）森林資源整備の目標

…

Ｉ

(注）（１）現状は、昭和51年４月１日現在の状態を示す（年間伐採趾は５１年度)。
（２）目標とする森林資源の状態は、各年度の４月１日の状態を示す。
（３）目標とする森林資脱の状態の面積は、国土利用計画（全国計画）における昭和60

年の森林の目標面積を基鵡とし、６１年度以降について林遡開設計画による森林面
積の減少を見込んで算定したものである。

（４）人工林側の（）は内数で、現状は人工林であるが、自然的条件、社会的要諦
等により特殊な施業を行うことにより針広混交林等一定の林型に誘導すべき森林で
ある。

（５）「森林資源に関する基本計画」並びに「亜要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」（昭和５５年５月）

‘ -

-３３-

区 分
指向する
森林資源
の 状 態

現 状
目 標 と す る 森 林 資 源 の 状 態

６１年度 ７１ ８１ ９１ 1０１

面
稜
（
万
地
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

2，４７０

（４９）
1，２３９

1，１６１

７0

2，５２６

(４９）
９４４

1,５１０

７２

2，４８２

(４９）
1，１１４

1，２９８

７０

2，４７７

(４９）
1，２１９

1０１８８

７０

2，４７４

(４９）
1,２３５

1，１６９

７０

2，４７２

(４９）
1,２３７

1０１６５

７0

2，４７０

(４９）
1，２３９

1，１６１

７0

蓄
積
（
百
万
㎡
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

3，３０８

(８４）
1，９４３

1，３６４

１

2，１８６

(４７）
７９８

1，３８７

１

2，５５８

(６５）
1，２３８

1，３１９

１

2，９２７

(８５）
1，６５９

1，２６７

１

3，２０４

(１０３)
1，９１４

1，２８９

１

3，３０８

(１１４）
1，９８４

1‘３２３

１

3,３０８

(１２２）
1，９６２

1，３４５

１

人 工 林 率 （ 影 ） ５２ ３８ ４６ ５１ ５１ ５1 ５２

ha当たり蓄薗（㎡） １３８ ８９ １０６ １２２ １３３ １３８ １３８

年間伐採量（百万㎡） １1３ ４５ ５８ ７１ ８９ １０３ １１０



(ｲ）林産物需給の見通し
(単位：百万㎡）

ｰ

(注 ) ( 1 ) ( )は工場残材で外数である。
（２）「森林資源に関する基本計画」並びに「竃要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」（昭和５５年５月）
|

《…／

-３４-

区 分 昭和５１年
実 績 ６１年 ７１年 １０１年

需

要

製 材 用 材

パ ル プ 用 材

合板・繊維板・削片板用材

しいたけ原木・薪炭用材

そ の 他 用 材

計

５７．４

(5.4）
２９．６
(2,2）
１２，８

2.9

1‘７

(7.6）
１０４.４

６２．６

(7.0)
３６．１

(3.0）
１４．９

3.6

1.2

(１０.０)
１１８．４

６５．４

(7.5）
４４．９

(3.3）
１７．６

4.1

1.2

(１０.８)
１３３．２

供

給

国 内 供 給 量

輸 入 量

計

(7.6）
３８．２

６６．２

(7.6）
１０４.４

(１０．０）
４６．２

７２．２

（１０．０）
118.4

(１０．８）
５７．７

７５．５

(１０．８）
１３３．２

８７．９

輸 入 趾 の 比 率 （ 影 ） ６３．４ ６１.０ ５６．７



村 対 策 編第 ２ 山

山村地域（握興山村）及び過疎地域図
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１山村・過疎地域

（１）山村．過疎地域..….…県土の６５％を占める山村・過疎地域

山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

I琴ノ

(注 ) 1 5 5年国圏、19 8 0年農林業センサス
２就業人口は職種不明分を含まず。

(2)人口動態………人口減少が著しい山村及び過疎地域

山村地域及び過疎地域と全県の人口
ｰ

(注）１国勢調査による。Aは減少を示す。
２５５年度過疎地域人口には新過疎町の古座町を含む。

-３６-

一

種 別 全 県 I A j 山村地域(B) IBI/IAI% 過疎地域(c) IC)/IA)%

人 口 （ 人 ） 1００８７,０１２ ８３，２２９ 7.7 ７４，２４０ 6.8

面

積

(ha)

総 土 地 面 繭

林 野 面 菰

耕 地 面 祇

４７２，３１８

３６２，９６８

３６．８６７

２９６，５７８

２７２，６９３

5，７０１

６２．７

７５．１

１５．５

２４９，００２

２３０，３４９

3，４６８

５２．７

６３．５

9.4

ｊ

産
業
（
就
業
人
口
）
人（

総 就 業 人 ロ

第１次産業就業人口

うち林業就業人口

第２次産業就業人口

第３次産業就業人口

４９８，７６９

８０,３２３

4．０７７

1４８，２６４

２７０，１８２

４０,６６９

１４，９４０

3，２５１

9，２８９

１６，４４０

8.2

１８．６

７９．７

6.3

6.1

３４，４１８

１０,５０７

2,８３０

8，７９１

１５,１２０

6.9

１３．１

６９．４

5.9

5.6

地 域 別
実 数 （ 人 ）

癖35年 4０ 4５ 卵 弱

増 減 率 （ 影 ）

錨～4０ 40～4５ 45～釦 釦～弱 錨～5５

全 県 1,002,191 1,唾6.975 1.042,736 1,W2,118 1,087pl2 2５ 1.5 2.8 1.4 8.5

山村地域 13240１ 113,1弱 97,019 89,0a 832羽 A１４.６ A１４．２ Ａ Ａ A３７.１

過疎地域 110411 別.211 沼,545 7 ” 伽 利,別０ A１４．７ Ａ１6.6 ム 2.7 A" .８



昭和３５年～５５年人口動態

鬘Ⅲ薑口薑
３５４０４５５０５５年度

ー

ト山村地域-４
132

130

一’ト過疎地域
皿３

1エ０Ｉ
1mｰ 9６ ９４

１℃薑…
９Ｒ

古座町

６０

人口
(注）１

２
国勢調査による。
５５年度過疎地域人口に新過疎町の古座町を含む。

-３７ -



(3)年令別人口柵成………高令化している山村地域

昭和５０年における山村地域の年令別人口栂成は、４５～６４才の階暦が２７％

（２５，２４７人）で最も多く、県全体に比べて高令化がすすんでいる。

…--…・４０年
- ５ ０ 年

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

４

９

９

８

８

７

７

６

６

５

５

４

４

３

３

２

２

１

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

５

０

９

９

８

８

７

７

６

６

５

５

４

４

３

３

２

２

１

１

､ 一

４
Ｊグ

グ
ク

″
〃

＞:ﾝア

’0 2 4 6 8 1 0 1 2
女

1 2 1 0 8 6 4 2 0
“ 男

…ノ

-３８-
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(4)産業別就業人口………第１次産業が最も多い山村の就業栂造

４０年
(50,719人〕 16.3％

(第１次産業） (第２次産業）（第３次産業）
タ
リ
ヴ
リ
タ 塞議蕊溌蕊４５年

(49,2別人） 20.6彫 32.3影
山

50年
(41,442人）

ヴ
ヴ
ヴ
タ
ヴ

村 2 3 . 1 彫 … 3 5 . 7
ｰ

ヴ
グ
ヴ
ー
タ
ー
ク
０

ヴ
タ
グ
ヴ
ヴ

ヴ
タ
り
ぴ
グ

ヴ
タ
グ
ワ
ヴ

》壷一壷一垂唖必葬ザ
タ
リ
ヴ
ウ
●
ヴ
〃

鋳梯潅壺》”類凝
り
ひ
ク
ワ
ザ

タ
グ
ヴ
タ
ザ
タ
ヴ
ヴ

琴鰯癖諏
ヴ
タ
タ
ヴ
タ

ワ
タ
タ
グ
タ
ヴ

ヴ
ク
グ
リ
ク

ウ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ

タ
ヴ
ザ
ヴ
タ

ウ
グ
ヴ
タ
ヴ
グ

タ
〃
〃
タ
〃

５５年
(40,"9人） 22.9％ 40.4％

ダ ウ ロ - マ ザ グ ヴ ザ ザ ひ び タ グ
タ ヴ ヴ ザ ヴ リ タ リ タ グ ザ び り

タ ヴ ヴ ヴ " " r % ” タ グ タ ヴ ヴ グ':':影27.0%溺参識
今:oZq.｡..".-.....も。bも●‘
タ グ グ タ ヴ タ タ タ タ タ づ ヴ ヴ タ
ヴ グ ● グ タ グ ヴ ウ グ ヴ ウ グ グ 』

４０年
481,181人） 30,0％ 43.0彫（

(第１次産業）（第２次産業） (第３次産業）
タ
ヴ
ー
ヴ
４
り
ｄ
〃
ｄ

ザ
ヴ
ヴ
タ
タ

タ
ヴ
ザ
ヴ
タ

グ
ヴ
ヴ
ヴ
タ

ザ
グ
ク
Ｐ
げ

象
％
認

ヴ
ク
ヴ
。
ｃ
ヴ
タ
タ

グ

グ

ロ

グ

ーやタリムクヴ

マ
ヴ
○
⑫
タ
タ
グ

ク
ク
０
。
グ

マ
タ
タ
グ
グ
ヴ

グ
ヴ
ク
グ
グ

ケ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
タ

タ
タ
ク
ク
グ

マ玲玲も。タや

４５年
511,565人） 31.2％ 46.6％（全

50年
487,213人）

県 30.9% 51.2（

-
５５年

498,769人）
2 9 . 7 ％ … 5 4 . 2 筋

（

(注）５５年全県の就業人口は職種不明分を含まず。
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２山村地域の産業･……･･林業依存度の高い山村

（１）山村林業の地位

ｰ(注）林業就業人口は５５年国勢調査による。その他１９７０年農林業センサスによる。
（面積は1980年農林業センサス）

(2)保有山林規模別林家数

…ノ

(注)1970年農林業センサスによる。

-４０-

山 村 地 域 Ａ 全 県 Ｂ A / B %

林 野 面 菰 ( h a ) ２７２，６９３ ３６２，９６８ ７５．１

森 林 蓄 秋 （ 千 ㎡ ） ２４，５４８ ３１，１２９ ７８．９

林業就業人口（人） 3，２５１ 4,０７７ ７９．７

林 家 戸 数（戸） １０，６０４ ３１，３９４ ３３．８

林 家 数

山 村 地 域 榊成比 その他の地域 柵成比 全 県 栂成比

0 . 1 ～ １ h a 戸
3,６２０

影
３４．３

戸
１１,６００

％
５５．７

戸
１５,２２０

形
４８．５

影
２３．８

1 ～ ５ 未 4，３４０ ４１．１ 6，８５６ ３２．９ １１，１９６ ３５．７ ３８．８

５～１０未 1,１９０ １１．３ 1，２４４ 6.0 2，４３４ 7.7 ４８．９

1０～２０未 ８１0 7.6 ６５２ 3.1 1，４６２ 4.7 ５５．４

２0～３0未 ２６９ 2.5 １８３ 0.9 ４５２ 1.4 ５９．５

３0～５０未 １９０ 1.8 １２４ ０．６ ３１４ 1.0 ６０．５

５０～１００未 ９７ ０．９ ８1 ０．４ １７８ 0.6 ５４．５

１0０以上 ５１ 0.5 ８７ 0.4 １３８ ０.４ ３７．０

計 １０,５６７ １００ ２０，８２７ 1０0 ３１．３９４ 1００



(3)人工林面積の推移
(上段：４０年、下段：５５年）

､ …

(注)1980年農林業センサスによる。

ー

-４１-

区 分 森 林 面 稜 人 工 林 面 祇 人 工 林 率

山

村

地

域

全 部 山 村 の 町 村

一部山村を含む市町村

小 計

１５４，７１７

１５４，６２６

１６１，９２６

１５９，８８５

３１６,６４３
３１４，５１１

８６，６４５

１０４,６２０

７７，３５８

９４，９４８

１６４,００３

１９９，５６８

５６

６８

４８

５９

５２

６３

そ の 他 の 地 域
５０,５５４

４８，４８０

１９，９１３
１９,０２１

３９

３９

県 計
３６７，１９７

３６２,９９１

１８３，９１６

２１８，５８９

５0

６０



Ｉ

３生活斑境………遅れている生活環境整備

（１）国道・県道・市町村道の整備状況（５３年３月現在）
(単位 :m )

、…

ﾐ ｰ ﾉ

(注〕県通路課および山村対策課賢料による。

-４２-

実 延 長
IAI

全県に対する
山村の比率

舗 装 延 長

実 数 ｡ C / A "

山

村

地

域

全

部

山

村

一

部

山

村

国 通
(知事管理分）

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 通

計

国 道

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 通

計

１６５，９９９

２９４，３９６

２０６,９５３

1，７７８，１４７

2，４４５．４９５

５４．３１５

３２８，３８３

６５６，８０２

4，３６７，０１５

5,４０７,０１５

６７．２

３６．４

１５．２

１６．２

１８．３

２２．２

４０．６

４８．３

３９．９

４０.４

１３０,２０７

２２２，９６８

１５４，１３０

２３４，９１６

７４２，２２１

５４，３１５

３０３,８１０

５７４，０３３

1，４４４，５５７

2．３７７，２１５

７８．４

７５．７

７４．５

１３．２

３０．４

１００

９２．３

８７．４

３３．１

４４．０

そ
の
他
の
地
域

国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 迩

市 町 村 道

計

２６，１７６

1８６，２７６

４９６，９００

4，８０７，１８５

5，５１６，５３７

１０．６

２３.０

３６．５

４３．９

４１．３

２６，１７６

１７７，９０３

４５９，５５０

2,４０２,８５２

3,０６６,７８１

１0０

９５．５

９２．５

５0,O

５５．６

県

叶

国 通

主 要 地 方 道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

２４６，９９０

８０９，０５５

1，３６０，６５５

１０，９５２．３４７

1３，３６９，０４７

1００

１００

１０0

１00

１００

２１１，１９８

７０４,６３１

1,１８８,０１３

4，０８２，３２５

6，１８６，２１７

８５．５

８７．１

８７．３

３７，３

４６．３



農 道

(注）県耕地課資料による。-

林 道

(注）県林政課資料による。

- 国道（国管理分）

Ｉ
(注）建設省和歌山二'二事2II務所資料による。

-４３-

実 延 長
(Aj

全県に対する
山村の比率％

舗 装 延 長

実 数 ｡ C / A "

山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

３３８,１６０m

1，６５６，２１１

１１．１

５４．３

４９,５０４m

５３７，８６７

１４．６

３２．５

そ の 他 の 地 域 1，０５３，８８４ ３４．６ ３６９，２８７ ３５.０

県 計 3，０４８，２５５ １00 ９５６，６５８ ３１．４

実 延 長
IA)

全県に対する
山村の比率影

舗 装 延 長

実 数 ( C ) C / A ( "

山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

４９６,１１４m

７４８，７８６

３３．８

５１．０

４２,５５４m

５７，４１８

8.6

7.7

そ の 他 の 地 域 ２２２,７４０ １５．２ ２６，６７４ １２．０

県 計 1,４６７,６４０ １００ １２６，６４６ 8.6

実 延 長
IAI

全県に対する
山村の比率％

舗 装 延 長

実 数 ( C ) C / A ( "

山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

、

１３６,４４３

Ｉ■■■

←４９．９

-

、

１３６，４４３

ー

１００

そ の 他 の 地 域 １３６，９０５ ５０．１、 １３６，９０５ １００

県 計 ２７３，３４８ １00 ２７３，３４８ １００



(2)小・中学校児重生徒数
単位：生徒数人・率彩

(注）学校基本調査資料による。 ､ …

山村の小・中学校における学級縞成

函(注）学校基本調査資料による。

-４４-

一

昭和3５ 4０ 4５ 釦 別 40／3５ 45/MO 50忽５ 5 4 “ 男／3５

山村地域
ﾉj学校

中学校

19顕５

7鯛２

13,1弱

8J3９

10549

6』7８

7,440

5J4２

6β”

3 , 知

663

1018

帥.０

759

70.5

832

89.1

70.0

333

450

全 県
4学校

中学校

126“1

60,露４

97β2５

58918

94569

46J3９

97,511

46Ｊ4５

105”９

76“２

773

Ｗ〃

969

78.3

103.1

101.3

1鯛４

1６

83〃

126〃

昭 和 ３ ５ 年

単 式 複 式 計

昭 和 ５ 0 年

単 式 複 式 計

昭 和 ５ ４ 年

単 式 複 式 計

小学校

実 数
(学級鋤

織成比
(影）

5７８

72.1

224

27.9

８０２

1０0

344

64.4

1９０

３５．６

５３４

1０0

370

７１．０

1５１

29.0

5２１

1００

中学校

実 数
(学級数）
栂 成 比
(完）

266

95.3

1３

4.7

279

1０0

2０７

99.0

２

1.0

209

10０

1８１

９８．４

３

1.6

1８４

１00



( 3 1 医 療

無医地区の動向

…

Ａ地区は交通事情等立地条件が極めて悪く人口３００人以上の地区
Ｂ地区は人口５0～３00未満のＡに準ずる地区
県医務課資料による。

(注）（１）
（２）
（３）

(4)腿業集落における生活環境の状況

…

(注）（１）１９８０年腱林業センサスによる。
（２）農業築落数は、和歌1l1市、海南市の市街化区域内築落を除く数字で、以下の数字

もそれに対応する数字である。
（）農業集落数は、全集落数字。

-４５-

無 医 地 区 数

山村地域 その他の
地 域 計

無 医 地 区 人 口

山村地域 その他の
地 域 計

無医地区人口
羅一ｽー 百一秀

1肘地域 その他の
地 域

昭４１

Ａ地区

Ｂ地区

計

１２

９８

１１０

１３

３８

５１

２５

１３６

１６１

7，６１４

１３，９８３

２１，５９７

8，９７０

5，９４６

１４．９１６

１６，５８４

１９，９２９

３６，５１３

6.7

１２．３

１９．１

1.0

０７

１６

昭４６

Ａ地区

Ｂ地区

叶

1２

４２

５４

１１

６

１７

２３

４８

７１

6，５７３

5，８４９

１２ ４２２

5．１３９

1，２６４

6,４０３

１１，７１２

7，１１３

１８．８２５

6.8

6.0

１２．８

０５

０１

0.7

昭５３

Ａ地区

Ｂ地区

計

７

３３

４０

３

１０

１３

１O

４３

５３

４

４

８

３４２

２１１

５５３

2，３８４

1，８９５

4，２７９

6，７２６

6,１０６

１２，８３２

4.9

4.7

9.6

0.2

O.2

０．４

農

業

集

落

数

農

家

戸

数

市 町 村 道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

唾謹珂蝿唖卿

舗
装
率
５
割
以
下
染
落
数

一般生活道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

延
長
割
合
５
割
以
下
集
落
数

幅
員
叩
、
以
上
の
道
路

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

医
擦
施
設
ま
で
畑
師
以
上
の
集
落
数

水 道

水
道
が
な
い
集
落
数

の

集

落

数

普
及
劉
合
５
割
以
下

し
尿
を
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

し

て

い

る

集

落

数

ご
み
（
可
燃
物
）
を
自
家
処
理

排
水
路
に
処
理
し
て
い
る
集
落
数

家
庭
雑
排
水
を
河
川
・
農
業
用

集
会
施
設
の
あ
る
築
落
数

築
落
・
市
町
村
管
理
の

実

数

全 県

山村地域

(1,600〕
1.534
４９２

57”９

11982

50

4２

1,1記

390

2釘

171

130

4７

1,166

4訂

721

361

2町

136

4卯

３１0

5兜

340

467

331

3認

2妬

1β別

324

1,215

381

比
率
影

全 県
山村地域

ー

Ｉ■■■

一

ー

3.3

8.5

75.5

79.3

17.4

34.8

8.5

9.6

76.0

868

47.0

73.4

135

27.6

31.9

63.0

390

69.1

304

67.3
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